
プレコンセプションケアの普及啓発について

・若い世代が自分の将来を展望する際に、性や健康・妊娠に関する正しい知識の取得方法や、相談する場所・手段について必ずしも広く
知られていない現状を踏まえ、国の検討会においてプレコンセプションケアに係る課題と対応について整理を行った。

・令和７年５月にこども家庭庁が「プレコンセプションケア推進５か年計画」を策定。

養成講座を受講し、終
了テストで一定基準を
満たした者に終了証を
交付。
2030年5月までに、
プレコンサポーターを
5万人養成することを
目標



埼玉県におけるプレコンセプションケアの取組について
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【プレコンセプションケア普及啓発】

【関係機関の連携強化】

【人材育成】

県民、県内中学・高校、
大学、専門学校等

医療機関職員、市町村・
県母子保健担当職員等

※実施主体：市町村
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・「プレコンセプションケア推進
５か年計画」においては、

〇性や健康・妊娠に関する正しい
知識の積極的な普及と情報提供
〇プレコンセプションケアに関す
る相談支援の充実
〇プレコンセプションケアに関す
る医療機関等における相談支援の
充実

上記の取組を中心に、プレコンセ
プションケアを推進していくこと
としている。



R7年度の取組①

プレコンセプションケアに関する県民向け講座を開催

・参加者からの事前質問の内容を中心に、妊娠や不妊
について詳しく解説いただいた。

・持病で薬を内服しているが、妊活できる？
・40代の妊娠・出産のリスクは？無事に妊娠、出
産、子育てするためには何を気を付けたらいい？

・最近の不妊治療について知りたい
・更年期のホルモン治療について知りたい

・カップル、夫婦で御参加の方も複数あった。

・講義後は個別質問ブースを設け、参加者の個々の質
問に対し、講師の先生に御対応いただいた。



R7年度の取組②

妊娠と薬外来

・国立成育医療研究センター「妊娠と薬情報
センター」と連携して、県内に設置された拠
点病院において、基礎疾患を抱える妊産婦や
妊娠を希望する女性等に対し、妊娠中の薬物
治療に関する相談支援を実施している。

・県は、令和７年６月から拠点病院への委託
事業を開始

・相談費用
3,300円
（相談費用11,000円のうち、7,700円を公費
負担）

・県内の拠点病院
埼玉医科大学病院
自治医科大学附属さいたま医療センター
埼玉医科大学総合医療センター
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